
関連資料 （授業改善ツール）

□「学びの姿」について

□ 単元・授業デザインＭＡＰ

□ 子供の「自己肯定感の高まり」「学び・育ちの実感」
の視点に立った授業デザイン

□ 単元・授業プランシート

□ 振り返りシート(授業における基本事項)
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○学習指導要領に示された「学びの姿」のシートについて

○授業デザインを通して習慣化したい 「学びの姿」のシートについて

○授業デザインMAPのシートについて

本シートを使って、先生方が教科や学年・学校校種間を越えて子供の「学びの姿」を共有することは、
学習の質を高める授業改善の取組に方向性を与え、活性化に繋がると考えます。日々の教材研究や教
科会、校内研究等で積極的に活用しましょう。

「学力向上推進５か年プラン・プロジェクトⅡ」では、方策１（質的
授業改善）で単位時間だけでなく単元を見通しながら、三つの
資質・能力を育む授業改善を推進しています。そこで、学習指導
要領で示された「学びの地図」の6点の枠組みや、「問いが生ま
れる授業サポートガイド」で示す本県の「めざす授業像」「めざす
子供の姿」を一体的に示し、俯瞰点な視点で授業改善・単元設
計ができるよう「授業デザインMAP」を作成しました。本シートは、
三つの資質・能力の育成を中心に、「学びの地図」にある6点の
枠組みを示し、各場面（準備・導入・展開・終末・授業研究）の充
実を通して「めざす子供の姿」の出現を想定したものです。

学習指導要領では「学びの地図」としての6点にわ
たってその枠組みを示しています。本シートは、現在
取り組まれている様々な学校の教育活動を子供たち
の姿で省察できるように、学習指導要領の枠組みに
沿って要約・抜粋しました。
本シートを使って、日々の教育活動（学習活動・特
別活動・諸活動等）を子供たちの学びの姿で見通し
たり、振り返りを行ったりすることは、「社会に開かれ
た教育課程」の実現に向けた一歩と考えます。本
シートを手元に置いて、様々な教育活動の場面で積
極的に活用しましょう。

「学力向上推進５か年プラン・プロジェクトⅡ」「沖縄
県公立学校教員等育成指標」「学習評価の在り方ハ
ンドブック（文科省）」に照らし合わせて、授業実践を
通して習慣化したい「学びの姿」を作成しました。
「授業デザイン」とは、三つの資質・能力の育成を念
頭に、子供の実態に即して授業構想に工夫・改善を繰
り返す実践を意図します。
「習慣化したい」とは、子供の発達の段階に応じた取
組や支援を通して、期待する「姿」の定着を図ることを
意図します。

「めあて・見通し」などの各要素は、単位時間で順次的に完遂するという意図ではなく、授業目標に着目しながら各要素に濃淡
をつけたり調節等を通して、本時の子供たちの主体的な学習活動を期待するものです。
子供の習得・活用・探究という学びの過程を充実させるには、単元を見通した多様な授業デザインが求められます。本県におい
ても素晴らしい授業実践が各地区・各学校・各教科で成されています。本シートを使って、多様な授業実践の価値やよさに着目し、
教科や校種間、キャリアステージ等の枠組みを越えて教職員同士の学び合いや自己研鑽等に繋げてほしいと願います。
例えば、前時の「振り返り」を通して、本時の学びに繋げる導入場面を工夫した授業デザインの考案や共有
例えば、「振り返り」を充実させるため、「～をやってみたい」という「見通し」に留意した授業デザイン例の考案や共有
例えば、どの場面で「学習目標にせまる子供の姿が出現したのか？」という授業研究場面の省察資料として活用すること等が
考えられます。
「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けて日々 の授業デザインの工夫・改善を通して「質的授業改善」を日常化しましょう。
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支
持
的
な
風
土
（
P
9
7
）
・人
間
関
係
や
環
境
を
整
え
る
（
P
14
0
）

学
習
指
導
要
領
に
示
さ
れ
た
「
学
び
の
姿
」 （

）
内
は
、
関
連
す
る
学
習
指
導
要
領
総
則
解
説
の
ペ
ー
ジ

義
務
教
育
課

新
し
い
時
代
に
求
め
ら
れ
る
資
質
・能
力
を
育
む
た
め
に
（
P
2
）

「
何
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
か
」

（
育
成
を
目
指
す
資
質
・能
力
P
2
）

「
ど
の
よ
う
に
学
ぶ
か
」

（
学
習
・指
導
の
改
善
・充
実
P
2
）

「
子
供
一
人
一
人
の
発
達
を
ど
の
よ
う
に
支
援
す
る
か
」

（
子
供
の
発
達
を
踏
ま
え
た
指
導
P
2
）

「
何
が
身
に
付
い
た
か
」

（
学
習
評
価
の
充
実
P
2
）

「
実
施
す
る
た
め
に
何
が
必
要
か
」

（
理
念
を
実
現
す
る
た
め
に
P
2
）

□
安
心
し
て
自
分
の
力
を
発
揮
し
て
い
ま
す
（

P9
3）

□
適
切
な
言
語
環
境
と
好
ま
し
い
教
育
的
環
境
で
過
ご
し
て
い
ま
す
（

P8
1･

P9
6）

□
過
去
の
学
び
と
今
日
の
学
び
を
「
関
連
付
け
な
が
ら
」
理
解
し
て
い
ま
す
（

P3
5）

□
今
日
の
学
び
を
他
の
場
面
で
「
活
用
」
し
「
探
究
」
に
向
か
っ
て
い
き
ま
す
（

P3
5）

□
教
科
学
習
を
通
し
て
「
学
習
の
基
盤
と
な
る
資
質
・
能
力
」
を
育
ん
で
い
ま
す
（

P4
9）

□
「
内
容
や
時
間
の
ま
と
ま
り
を
見
通
し
た
計
画
」
の
中
で
、
資
質
･能
力
を
育
ん
で
い
ま
す
（

P6
8）

□
「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
を
通
し
て
資
質
・
能
力
を
育
ん
で
い
ま
す
（

P7
6）

□
「
見
方
・
考
え
方
」
を
働
か
せ
、
思
い
や
考
え
を
基
に
創
造
し
て
い
ま
す
（

P7
7）

□
「
見
通
し
と
振
り
返
り
」
を
通
し
て
学
習
意
欲
を
育
ん
で
い
ま
す
（

P8
6）

□
「
ガ
イ
ダ
ン
ス
と
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
」
を
通
し
て
、
自
己
指
導
能
力
を
高
め
て
い
ま
す
（

P9
3）

□
「
自
己
の
特
性
」
「
学
ぶ
こ
と
」
「
自
己
の
将
来
」
を
つ
な
げ
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
図
っ
て
い
ま
す
（

P9
8）

□
組
織
的
な
指
導
方
法
・
体
制
の
「
工
夫
改
善
」
を
通
し
て
、
学
習
内
容
を
確
実
に
み
に
つ
け
て
い
ま
す
（

P9
9）

□
「
学
習
を
振
り
返
っ
て
次
の
学
習
に
向
か
う
」
こ
と
が
で
き
ま
す
（

P9
0）

□
自
分
の
良
い
点
や
進
歩
の
状
況
」
を
実
感
し
て
い
ま
す
（

P9
1）

□
他
者
と
の
比
較
で
は
な
く
、
「
一
人
一
人
の
成
長
」
を
大
切
に
考
え
て
い
ま
す
（

P9
1）

□
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
等
や
教
材
・
教
具
の
活
用
に
よ
り
興
味
・
関
心
を
喚
起
し
て
い
ま
す
（

P8
3）

□
学
年
会
、
教
科
部
会
な
ど
教
師
間
の
情
報
共
有
に
よ
り
適
切
な
配
慮
を
う
け
て
い
ま
す
（

P1
00
）

□
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
通
し
て
質
の
高
い
学
習
環
境
に
い
ま
す
（

P1
18
）

「
何
を
学
ぶ
か
」

（
教
育
課
程
の
編
成
P
2
）
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支
持
的
な
風
土
・人
間
関
係
や
環
境
を
整
え
る

授
業
デ
ザ
イ
ン
を
通
し
て
習
慣
化
し
た
い
「
学
び
の
姿
」

義
務
教
育
課

新
し
い
時
代
に
求
め
ら
れ
る
資
質
・能
力
を
育
む
た
め
に

子
供
は
、
安
心
し
て
自
分
の
力
を
発
揮
し
、
自
己
存
在
感
や
自
己
決
定
の
場
を
与
え
ら
れ
る
場
を
通
し
て
生
活
に
よ
り
よ
く
適
応
し
、

豊
か
な
人
間
関
係
と
有
意
義
な
学
習
環
境
の
中
で
過
ご
し
て
い
ま
す
。

【公
立
学
校
職
員
等
育
成
指
標
】

【プ
ロジ
ェク
トⅡ

方
策
１
・２
・３
・４
・５
】

「
何
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
か
」

（
育
成
を
目
指
す
資
質
・能
力
）

「
内
容
」
や
「
ま
と
ま
り
」
の
中
で
、
３
つ
の
資
質
・
能
力
の
育
成
が
図
ら
れ
、

昨
日
の
学
び
と
今
日
の
学
び
を
結
び
つ
け
な
が
ら
、
自
覚
的
に
学
ぶ
姿
が
あ
り
ま
す
。

「
何
を
学
ぶ
か
」

（
教
育
課
程
の
編
成
）

「
ど
の
よ
う
に
学
ぶ
か
」

（
学
習
・指
導
の
改
善
・充
実
）

自
己
の
考
え
を
広
げ
深
め
る
場
面
で
、
「
見
方
・
考
え
方
」
を
働
か
せ
な
が
ら

試
行
錯
誤
す
る
姿
が
あ
り
ま
す
。

※
問
い
が
生
ま
れ
る
サ
ポ
ー
ト
ガ
イ
ド
「
し
た
い
姿
」
参
照
（
下
欄
）

授
業
前
と
授
業
後
（
単
元
前
と
単
元
後
）
の
変
容
に
、

授
業
目
標
（
学
習
の
ね
ら
い
）
に
向
か
っ
て
、
主
体
的
に
学
ぶ
姿
が
あ
り
ま
す
。

※
や
っ
て
み
た
い
・
調
べ
て
み
た
い
・
解
決
し
た
い
・
説
明
し
た
い
・
質
問
し
た
い
・
整
理
し
た
い
・

も
っ
と
調
べ
て
み
た
い
・
～
の
場
面
で
も
や
っ
て
み
た
い
・
も
っ
と
考
え
た
い

「
子
供
一
人
一
人
の
発
達
を
ど
の
よ
う
に
支
援
す
る
か
」

（
子
供
の
発
達
を
踏
ま
え
た
指
導
）

共
感
的
・
受
容
的
態
度
で
友
達
と
向
き
合
い
、
教
師
と
子
供
や
子
供
同
士
の

適
切
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
学
び
合
う
姿
が
あ
り
ま
す
。

「
実
施
す
る
た
め
に
何
が
必
要
か
」

（
理
念
を
実
現
す
る
た
め
に
）

学
習
内
容
を
自
分
の
も
の
と
し
て
身
に
つ
く
よ
う
、
学
習
材
・
学
習
用
具
等
を
利
用
し
て

自
分
に
ふ
さ
わ
し
い
学
び
方
や
分
か
り
方
を
探
す
姿
が
あ
り
ま
す
。

「
何
が
身
に
付
い
た
か
」

（
学
習
評
価
の
充
実
）

３
つ
の
観
点
か
ら
自
己
の
学
び
や
進
捗
の
状
況
を
捉
え
、

自
ら
学
習
を
振
り
返
っ
て
自
分
の
言
葉
で
身
に
付
い
た
学
び
を
語
る
姿
が
あ
り
ま
す
。

【プ
ロジ
ェク
トⅡ

方
策
１
・２
・３
・４
・５
】

【学
習
評
価
の
在
り方

ハ
ンド
ブ
ック
】

※
授
業
目
標
（
学
習
の
ね
ら
い
）
：
○
○
の
見
方
･考
え
方
を
働
か
せ
て
，
☆
☆
の
活
動
を
通
し
て
，
□
□
の
資
質
･能
力
を
育
成
す
る

※
適
切
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
・
・
・
・
承
認
す
る
声
か
け
・
奨
励
す
る
声
か
け
・
賞
賛
す
る
声
か
け

等
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